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令和７年度西柴小防災拠点第二回全体会議録   （20251019 書記：小櫃） 

日時： ２０２5年１０月１９日（日）  １０時００分～１２時００分 

場所： 西柴団地自治会  （１Ｆ大広間） 

出席者：  ６１名  ＜委員数  ９１名  出席率 ６７％＞ 

 （内訳） 〇本部関係（含む：学校再開班、 兼務者は除く） ７名 （兼務は２名） 

      〇情報班 （アマチア無線関係者含む）     １０名 

      〇避難者管理班 １８名     〇環境衛生班 １１名 

      〇食料物資班   ６名     〇救護班    ９名 

      ＜詳細は参加者名簿に記入しました＞ 

１． 進行方法 

  参加者に当日配布した 

「20251019第二回全体会議レジメ」資料（以降配布資料という）を基に進行した。 

２．議事の進め方説明 

（１）目的の説明 

〇１１／１７の訓練本番の進め方を決める 

（２）本日の時間割 

10:00～10:30   事務局より訓練案の配布資料説明 

10:30～11:15   各班で打ち合わせ  

11:15～11:40   各班発表 

11:40～12:00   まとめ 

  （３） 開始の挨拶 

     ① 山田委員長 より 今年度訓練についてのコメントあり 

     ② 川上副委員長 より 11/12金沢区役所で開催された拠点グループ 

       会議の報告がされた（避難所における女性の活躍について） 

      

３． 事務局より訓練案の説明 

＜１＞ 検討にあたり考慮する事を整理 

（１） 今回訓練時の制約 

   ※ 屋外コンテナ倉庫の更新作業が 10/26以降に開始され、 

①コンテナ倉庫内の資機材、備品が仮置き場に移動されて仮保管の処置が 

されている。 

   ②コンテナ倉庫があった場所は工事により立ち入りができない。     

（２） 訓練内容を絞って実施 

「受付」 と 「トイレ環境設営」に特化した訓練にする。 

※ 池上副委員長 より トイレ設営訓練の過去の経験談紹介 

（３） 避難所設営は避難した人が行う事を知ってもらう内容にする。 

 

＜２＞  本部からの提案 

（１） 訓練概要 

  ① 訓練場所はⅭ棟３Ｆ体育館で実施できる内容に絞る。 
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    ＜案＞ 

    〇 受付  〇段ボールベット設営  〇簡易テント設営 

    〇 簡易トイレの設営  等 に絞る 

  ② 訓練は２部制として 

    〇 第１部  －＞ 運営委員による担当班の活動場所の確認 

    〇 第２部  －＞ 一般参加者と運営委員による 

             受付方法の確認、 各設営の体験 

 

（２） 訓練の流れ   

【第一部】 9時 00分 ～ 10時 00分  運営委員による拠点を知る活動 

   主にＣ棟内の活動場所の確認を班ごとに実施する。 

本部     →参加者の把握と訓練統括、      

情報班    →区役所との無線通信の確認 

避難者管理班 →受付準備  

食料物資班   →備蓄品配給準備 

環境衛生班  →トイレ設営準備、   

救護班    →救護場所設営、    

オブザーバ  →本部の指示で行動 

【第二部】 10時 00分 ～ 12時 00分  地域住民参加による避難所設営体験 

   ※  運営委員は班にかかわらず全員が参加する 

（案）   ① 避難者受付処理 

        〇避難者カード記入 〇避難所の役割振り分け 等 

② 避難所に段ボールベットの設営 

      ③ 簡易トイレの設営 と使用方法体験 

    訓練時間を２時間としているが、  

片付け２０分＋閉会２０分（配布訓練とアンケートを含む） 

考えると実質８０分が訓練時間となるので参加者をグループ分けして実施。 

（３） 実施にあたり考慮事項 

①  使える備品はⅭ棟３Ｆ体育館裏備蓄庫と１Ｆ階段下備蓄庫のみ。 

②  体育館利用にあたり、床保護用のシートを学校で持っていないので 

運営委員会所有・保護シート（１Ｆ階段下倉庫にある）を使う。 

③  テント式簡易トイレを試行のため１セット購入  

－＞ 事務局・小櫃が購入 

 

４． 各班での打合せ 

（１） 訓練内容の検討 

    避難者管理班には 11時 00分より本部関係者が検討に参加 

（２） 検討結果の発表 

    別紙１に発表内容を記載しました。 

   ※ 各班の意見を踏まえて本部・事務局で訓練内容をタイムスケジュール 

     を作成する。 
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５． 今後の予定確認 
■ 活動名 ■     ■ 日 時  ■         ■ 集合場所   

● 備蓄庫の点検    1１月  １日（土） 10 時～12 時      ＜西柴小学校 正門内広場＞ 

   〇 訓練に使う備品確認、 （１Ｆ階段下倉庫、 ３Ｆ体育館裏倉庫） 

● 本番前準備作業  1１月 22 日（土） 1３時 30 分～1６時 ＜西柴小学校 正門内広場＞ 

   〇 事前作業が必要か１０／１９会議で各班で検討 

● 訓練本番   11 月 23 日（日） 9 時～12 時  ＜西柴小学校 校庭＞ 

● 反省会       12 月 14 日（日） 10 時～12 時    ＜西柴団地自治会館１Ｆ＞ 

           ―＞（各班から代表者が集まり反省会、 次年度活動確認） 

６．  閉会挨拶 

  ① 金沢区役所  飯田 統合参与より挨拶 

  ② 山田 委員長による締めの挨拶 

終了 

 

 

 

 

＜本部＞ 

〇ペット連れの避難者への対応について、考える必要がある。 
 基本はゲージに入れてもらうことになるが、その置く具体的な場所（避難者との区分） 
 を検討する。 
 ※ただし、今回の訓練では対応せず、今後の課題。 
＜情報班＞ 

 情報班が作成して毎年訓練確認を実施しているマニュアルに沿って、金沢区役所との 
無線通信連絡訓練を実施する。 

＜避難者管理班＞ 

 〇受付誘導場所は５か所（正門、裏門、プール、昇降口、校舎の角）で考えている。 
 〇受付場所は昇降口にする。 
 〇名札は色分けするので 5 色の色紙で作成（全部の班に色を決める） 
 〇受付の横が本部がベスト。 
 〇3 階で案内人を置く（2 名）。 
 〇役割 －＞ 受付（民生委員（3 名）、 誘導 （当日に決める）。 
＜食料物資班＞ 

 〇備蓄品配給－＞当日 100 人分（一般参加者＆スタッフ）用意し配布  
 〇配布物 －＞ ※袋にチラシを入れる 
     ・保存パン 2 個 ・おかゆ １ケ ・クラッカー ２ケ 

 ・クッキーｏｒスープ １ケ  
 ・簡易トイレ（一回分のセット） －＞ 購入依頼する！ 

 〇当日 
    ９：００～１０：００ 袋詰め用意する（担当スタッフ作業） 
 〇配布方法（食事制限有等、イレジュラーの方については考えない） 

別紙１ 各班の検討結果内容 



4 
 

  解散時 一般参加者から先に配布し、その後スタッフへ配布の流れ作業。 
     ※ 訓練進行係にアナウンス依頼、 一定人数ごとの配布も考えてみる！ 
 〇配布場所 
     訓練終了後、帰りの体育館出入口にて配布 
     ※ 配布物と一緒に入れるチラシの内容 
   ①備蓄庫に保存している食料品の一覧 と ②自助の為の家庭における備品一覧 
〇 かまど君のデモはやらない －＞ マニュアル確認くらいは実施するか？ 
＜環境衛生班＞ 

【問題点】 
〇女性に配慮が必要 ―＞ 男女の割り振り、 セキュリティーから女性は簡易トイレでなく 

既設トイレを使えるように考慮する。 
〇使用教室の範囲拡大が必要 ―＞ Ａ棟使用の検討を要望 
〇救護室と同じ階にもトイレ必要（部屋内） 
〇トイレ使用後の廃棄方法・・・案内文書（掲示用）、案内人等を配置が必要！ 
 ※ 黒ビニールに入れて仮置き場（設置場所を決める必要あり）へまとめる。 
   床は新聞紙でカバーする。 
〇学校トイレ内の小便器使用禁止テープを貼る（配管故障の可能性を考慮して実施する） 
〇トイレパック・・・訓練ではトイレに水がある為使用しない！！ 
〇新聞紙、養生テープが必要 
＜＜では訓練で何をやるか！！＞＞ 
●ハマッコトイレ、場所のみ掘り出して確認 
  ・スコップ ・フックマンホールの事前準備を依頼する。 
●折り畳みトイレの組み立て 
●トイレの養生（小便器、 床） 
＜救護班＞ 

〇昨年訓練で実施した救護班の配置図（図面を作成）を確認した。  
今年は 1 部で実際の作業はしないで図面で配置と行動を確認をする。 

〇救護班とわかるベストの着用（ベストの準備を依頼する） 
〇簡単な問診票を作る。 
〇2 部では「受付」との連携 （医療従事者の方を探す）訓練をおこなう。 
〇病人 1 名に付き添い 1 名の配置を想定した人員配置を考える。 
〇図工室に入れることを確認ください。 

以上 


